
赤字（記入例）の部分はすべて記入してください

4 年 4 月 1 日

〔　　　   　　　　円/10a〕

〔　　　　  　 　　円/10a〕

（ 田 ㎡ , 畑 ㎡ , ㎡ ）

 8　相手方の要望

21 年 12 月 8 日 22 年 1 月 日

年 月 日 26 年 12 月 日

年 月 日

① ②

③ ④

　        ２　国籍等は、住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第30条の45に規定する国籍等（日本国籍の場合は、「日本」）を記載するとともに、

　　          中長期在留者にあっては在留資格、特別永住者にあってはその旨を併せて記載してください。法人にあっては、その設立に当たって準拠した

   　         法令を制定した国（内国法人の場合は、「日本」）を記載してください。

4  権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容

 6　耕作不便

 9　贈与による

20,000

 3　兼業による経営縮小  4　参加法人への出資等

採草放牧地

 5　農業廃止

　が設定されている場合
権利者の

氏名（名称）

所有者の氏名（名称）
　所有権以外の使用収益権

農地法第３条の規定による許可申請書

美咲町農業委員会会長　殿

整理番号

  譲渡人　　美咲　一郎

農業委員会
受付年月日

令和

　下記農地（採草放牧地）について（ 所有権 ・ 賃借権 ・ 使用貸借による権利 ・ その他使用収益権（　　　　　　　 　） ）を、

（ 移転 ・ 設定（期間　５　年間） ）したいので、農地法第3条第1項に規定する許可を申請します。（該当する内容に○をして下さい。）

1  申請者の氏名等

権利の種類、
内容

　譲受人

　と異なる場合

譲受(賃借)人

申請者 氏　　　名

計 ㎡ 2,000

  字

自作地

 4　競公売による

5  権利を取得しようとする者又はその世帯員等が、現に所有し、又は使用収益権を有する農地及び採草放牧地の利用の状況

 1　契約した日 令和

所
 

有
 

地

農地面積（㎡）

所　在

美咲町

美咲町

非耕作地

 1　増反による

〔10a当たりの額〕
土地の所在 地　番

地　目
面積（㎡）

登記簿 現 況

3  権利を設定し、又は移転しようとする事由

譲渡人

2,000

 1　交換による

 7　農地以外との交換

 2　労力不足

貸付地

 3　権利移転（設定）日 令和

譲受人

地　番
地　目

登記簿 現況
面積（㎡）

樹園地 採草放牧地面積（㎡）田 畑

2,000 1,000

から

 2　土地の引渡の時期 令和 令和 まで

 4　貸借の設定期間

 5　その他 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

 10　競公売による  11　農業者年金受給  12　資金を必要とするため

 2　交換による  6 その他 〔                                      〕 3　贈与による  5　経営移譲による

令和

美咲町非耕作地

採草放牧地面積（㎡）

状況・理由

面積（㎡）所　在 地　番
地　目

状況・理由
登記簿

借入地 500500

現況

美咲町

美咲町

美咲町

使
用
収
益
権
を
有
す
る
土
地

農地面積（㎡） 田

貸付地

　（記載要領）

　３　競売、民事調停等による単独行為での権利設定又は移転である場合は、当該競売、民事調停等を証する書面を添付のこと。

　　　自らの耕作又は養畜の事業に供することができない旨を詳細に記載のこと。

　１　申請者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署する場合においては、押印を省略することができる。

　４　「非耕作地」には、状況・理由として、「～であることから条件不利地である」、「賃借人が○年間耕作を放棄している」、「～のため○年間休耕中である」など

樹園地

9999番9 田

3,000

田 2,000
〔 10,000円/10a〕

畑

  字　　山ノ上
 美咲町 大字　　西川

  字

 美咲町 大字

 美咲町 大字

電 話 番 号在留資格又は
特別永住者

　現所有者が登記簿

2  許可を受けようとする土地の所在等（土地の登記事項証明書を添付してください。）

対価・賃料等の額（円）

美咲　一郎

農業 美咲町西川1001番地5

年　齢 職　業 住　　　所 国籍

0867-27-3111

0868-66-1111譲渡(賃貸)人 美咲　一郎 75 無職 美咲町原田1735番地

記入例

農業以外に職業のある方は、
「農業兼～」と記入

※裏面もあります。

登記簿に記載されている人
の氏名を記入

株式会社 ××
代表取締役 ××××

株式会社 ××
代表取締役 ××××

自署の場合、押印
を省略することが
できます



赤字（記入例）の部分はすべて記入してください

人 ）

人 ）

人 ）

人 ）

分

＝

＝

平均距離 5 Km、 平均時間

導入予定のもの
（台数等）

( 自己資金　・　借入金 ）資金計画

リース

トラクター
３０ps

田植え機
4条植え

コンバイン
4条刈り

（農作業経験の状況：

1

2 1

時間

 ①権利を取得しようとする者が個人である場合には、その者の農作業経験等の状況

農作業歴 年、 農業技術修学歴

所有 1

リース

所有

1

　　（年間延人数） 増員予定

4現在

その他 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　（３）農作業に従事する者

確保しているもの
（台数等）

 ③臨時雇用労働力 現在

増員予定

年、

約10年～２０年の農作業従事

オペレーター見習いとして農業高校卒業者を採用予定（農作業経験の状況：

 ②世帯員等その他常時雇用

8  信託契約の内容（※該当する場合のみ、別紙に記載し、添付してください。）

20

氏　　名

7  農地法第3条第2項第2号に規定する農業生産法人の構成員等の状況（※該当する場合のみ、別紙に記載し、添付してください。）

　（※「世帯員」とは、住居及び生計を一つにする親族並びに当該親族の行う耕作又は養畜の事業に従事するその他の2親等内の親族をいいます。）

( 自己資金　・　借入金 ） ( 自己資金　・　借入金 ）

9  権利を取得しようとする者又はその世帯員等の行う耕作又は養畜の事業に必要な農作業への従事状況（※個人の場合

 ④　①～③の者の住所地、拠点となる場所等から権利を設定又は移転しようとする土地までの平均距離又は時間

（農作業経験の状況：

　　している労働力（人） 1

数量

トラクター
５０ps

権利取得後の面積（㎡） 5,000

6  権利を取得しようとする者又は世帯員等の機械の所有の状況、農作業に従事する者の数等の状況
　（１）作付（予定）作物、作物別の作付け面積

野菜

田

水稲

畑

作付（予定）作物

500

樹園地 採草放牧地

その行う耕作又は
養畜の事業に必要な

農作業の日数

　１　「大農機具」とは、トラクター、耕うん機、自走式の田植機、コンバイン等を、｢家畜｣とは、牛、豚、鶏等をいう。

　２　導入予定のものについては、資金計画のうち、自己資金、借入金の該当するものに○を付してください。

権利取得者
との関係

年齢 性別
その者が農作業に
常時従事する日数

（農作業経験の状況：

　（２）大農機具又は家畜

主たる職業

種類

　 のみ記載してください。）

（ 有 ・ 無 ）

0

10  権利を取得しようとする者又はその世帯員等の権利取得後における経営面積の状況

（ 有 ・ 無 ） 　（５）共同防除等への支障

5,500 （㎡）

（㎡）

　（１）農地の合計面積（5の①＋③＋権利を取得しようとする農地面積）

世
帯
員
等

　（３）水利調整への不参加 （ 有 ・ 無 ） 　（４）無農薬栽培等への支障

　（２）採草放牧地の合計面積（5の②＋④＋権利を取得しようとする採草放牧地面積）

　（６）実勢に比べ極端に高額な賃借料 　（７）その他

11  周辺地域との関係（※周辺農地等の農業上の利用に及ぼす影響について該当するものに○を付してください。）

（ 有 ・ 無 ）　（１）農地の集団化への支障 　（２）農作業の効率化への支障 （ 有 ・ 無 ） 　（３）面的農地利用の分断 （ 有 ・ 無 ）

添付書類

 (5) 譲受人が法人にあっては法人の全部事項証明書及び定款又は寄付行為

 (6) 譲受人が耕作権限を有する農地に関する証明書  （必要と認める場合）

( 自己資金　・　借入金 ）

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　（記載要領）

( 自己資金　・　借入金 ） ( 自己資金　・　借入金 ）

（ 有 ・ 無 ）

 (1) 申請地の位置図、地籍図（又は切絵図）

 (2) 申請地の全部事項証明書（登記簿謄本）

 (3) 営農計画書（新規就農、その他必要と認める場合）  (7) その他参考資料（必要と認める場合）

 (4) 通作経路を示す図面（必要と認める場合）

該当が「有」の場合には許可
することができません

※賃貸借契約書の写し（解
除条件の項目のあるもの）
※法人の構成員の一覧
※事業計画書

※法人の構成員の状況を
任意の様式により添付
すること


